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1991年度堀内基金奨励賞の受賞者決まる

　受賞者：大村　纂氏（スイス連邦工科大学地理学教室）

　業績：熱収支・質量収支を中心とする雪氷・大気相互

　作用の研究

　選定理由：気候システムにおける雪氷圏の役割の重要

性は，いうまでもないことである．しかし，雪氷圏と気

候とのつながりを，実際の観測から引き出すことは，大

変な努力が必要であり，現在でもまだ未開拓な分野とし

て残されている．

　大村　纂氏は，雪氷と気候をつなぐ過程としての熱収

支に着目し，この分野を大きく切り開いてきた．まず北

極圏に着目した氏の熱収支気候学の研究は，みずからの

観測結果に基づいて，ツンドラ，氷河，海洋上，森林で

の熱収支の違いが，北極圏の春から夏への季節変化に与

える影響を評価するという，基本的で且つ重要な間題に

取り組んだ．その結果，特に広い面積を占めるツンドラ

での融解の潜熱が大きな働きをしていることを見いだし

ている．

　その後，カナダ北極圏や中国の天山山脈など多くの氷

河で，質量収支に関連した熱収支や降水の観測を精力的

に進め，最近は，グリーンランド氷床の質量収支の研究

を開始し，いくつかの新しい知見を得ている．特に，個

々の氷河の均衡線（質量収支が年間を通してゼ・となる

高度）付近での局地的な気候がその氷河の質量収支変動

にもっとも敏感であるという氏の最近の発見は，氷河・

氷床の質量収支変動と気候変動を結びつけるという視点

から，非常に重要な意味を持つと思われる．氏は，現

在，これに関連して，世界各地の氷河の均衡線の位置

（高度）のデータを集め，これと気象要素の関係をさぐ

る研究も進めている．

　氏の研究でもう一つ重要な側面は，自身の観測も含め

た熱収支データを，極地に限らず全球的に収集・編集す

る作業を系統的に行い，全球熱収支データベースの構築

をめざしていることである．このデータベースは，気候

モデルによる研究のいわば検証値として，あるいはパラ

メタリゼーションのための基礎を提供するものとして，

今後重要な意味を持ってくるはずである．

　以上のように，大村氏の雪氷・大気相互作用の研究は，

観測に基づくr点」での研究を，全球という「面」に広

げ，気候モデルともつなぐという面で，大きな成果をあ

げてきた．よって日本気象学会は1991年度の堀内基金奨

励賞を大村纂氏に贈呈するものである．

1991年度山本・正野論文賞の受賞者決まる

　受賞者：佐藤　薫（京都大学理学部）

　対象論文：Vertical　wind　disturbances　in　the　tropos－

phere　and　lower　stratosphere　observed　by　the　MU

radar．

　Joumal　of　the　Atmospheric　Sciences，VoL47，（1990），

2803－2817．

　推薦理由：大気中に存在する様々な波動擾乱のうち，

安定成層の場の中で重力を復元力とする大気重力波は，

古くから理論的興味の対象として研究されてきた．

　近年，1980年代から，重力波がその発生・伝播・砕波

を通じ運動量の授受を行なうことによって，背景となる

流れの場の構造決定に重要な役割を果すことが理論的に

知られ，大気循環における重力波の重要性が認識されて

きた．しかし現実大気中の重力波の実態や振る舞いに関

しては，観測上の因難もあって，未知の問題が多々残さ
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れているのが現状である．

　著者は，この間題に対し，VHFレーダーのひとつで

ある京都大学超高層電波研究センターのMUレーダー

を用いた高分解能観測を行なうことによって，対流圏お

よび下部成層圏における重力波の発生・伝播に関する具

体的かつ定量的な事例解析を行なった．まず，従来ほと

んど観測解析例のなかった鉛直風擾乱に着目し，秋から

冬にかけての強い鉛直風擾乱の卓越した期間について，

スペクトルおよび相互相関解析によって，擾乱の周期特

性や立体構造を明らかにした．また，これらの擾乱に伴

う運動量フラックスの見積もりに際して，MUレーダー

に固有の多ビーム観測の特徴を生かした新しい算定法を

提案したことも注目に価する．

　著者はさらに，この擾乱の起源を調べるために，合計

約340時間にわたるレーダー観測データと近隣の各地気
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象観測データとの対応の統計解析を行い，鉛直風擾乱の

活動度と米子の地上風との間に強い相関のあることを見

いだした．この結果は，MUレー・ダーで観測された鉛直

風擾乱が西方数百kmに位置する中国山地の山岳効果で

励起された地形性重力波（山岳波）であることを立証し

たものと言える．

　これらの研究結果は，今後の更なる観測解析に向けて

の第一歩であり，将来の進展が大いに期待される．よっ

て日本気象学会は本論文に対し今年度の山本・正野論文

賞を贈るものである．

酬e

E．N．Lorenz教授が京都賞を受賞

　稲盛財団は，第7回（1991年度）京都賞基礎科学部門の

受賞者として，気象力学の基礎を固め，また決定論的カ

オスを発見したEdward　N．Lorenz（M．1．T．名誉教授）

を選んだことを発表した．記念講演会が11月11日（月）

午後に国立京都国際会館において，また，受賞記念ワー

クショップ「天気予報からカオスヘ」が11月12日（火）

午後1時10分から，同会館において開催される．

ワークショップ講演題目：

E．N．Lorenz

　“How　Good　Can　Weather　Forecasting　Become？”

余田成男（京都大学理学部）

　“Local　Lyapunov　Stability　and　Atmospheric

　　Predictability”

国府寛司（京都大学理学部）

　“Bifurcations　of　Homoclinic　and　Heteroclinic

　　Orbits　and　Chaos，，

澤田康次（東北大学電気電信研究所）

　“Chaos　in　Thermal　Convection，，

津田一郎（九州工業大学情報工学部）

　“Chaotic　Computation　in　Biological　Systems”

　　　　　　問い合せ先：廣田勇または余田成男まで

　　　　　　　　　　（電話）075－753－3931または3932

編集後記：月日の経つのは早いもので，前回（1982年，

第29巻4号）索引が作られてから，まもなく10年が経過

します．現在，編集委員会では第29巻以降の索引の作成

準備を進めています．様々な情報の氾濫の中，如何にし

て必要な情報を選択するかが重要になっていますが，そ

れに役立つためにどのような索引が適切か議論を進めて

います．ご意見をお寄せ下さい．

　さて，昔の目次を見直してみると，開店休業状態のコ

ーナーがあることに気付きます．例えば，r質疑応答欄」

です．これは，r読者から寄せられた質問（気象に関係

があればどんなものでも可）に対し，編集委員会が会員

の中から適当と思われる方を選んで，回答を依頼して答

えていただくものです．」が，特に質問の作成や依頼をし

ていませんので，開店休業状態になっています．

　回答者の方の御名前は，記事に出ますが，質間者は匿

名です．これは質問しやすいようにという配慮からで，

「みんなは納得しているらしいが，どうも自分には分から

ない」とか，「講義（P！）で教えていてどうもうまくい

かない．」とか，どんな時にも使えます．

　質問の投稿もお待ちしています．　　　（中村晃三）
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